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Ⅰ．法人の概要Ⅰ．法人の概要Ⅰ．法人の概要Ⅰ．法人の概要     

    1．．．．    武田学園の教育武田学園の教育武田学園の教育武田学園の教育     

 

 

 

第二次大戦後の混乱の時代にあって故武田ミキは、日本の再建のためには

「真実に徹した堅実なる女性」の育成こそが急務であると強く感じ、永年の女

子教育の経験を生かし、不動の信念と堅い決意をもって、昭和 23 年に本学園

を創立しました。 

日本女性の持つ伝統的な礼節・慈愛・勤勉という特性を高揚・伸長し、社会

風潮に流されることなく、正しく 強く 明るく 生きぬく女性を育成するこ

と、これが本学園の建学の精神です。  

 

 

 

一、真理を究め正義に生き勤労を愛する人になりましょう。 

一、責任感の強い逞しい実践力のある人になりましょう。 

一、謙虚で優雅な人になりましょう。 

 

 

 

学園は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、建学の精神及び

「心を育て 人を育てる」という建学の理念に則り、現代社会を支える学問の

基礎・基本となる教養と時代の変化・発展に対応できる専門的学問を教授研究

し、深い知識と高い識見と豊かな人間性を養い、もって社会の要請に応え得る

人間の育成を目的とします。  

  

 

 

学園は、その理念・目的を踏まえつつ、それぞれの専門的な立場から「正し

い判断力とたくましい実践力を身につけた」人材の養成を目指しています。 
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２．２．２．２．沿沿沿沿        革革革革 

 

昭和23年 3月31日 広島県可部女子専門学校設立認可 

設立者武田ミキ校長となる。 

昭和23年 4月15日 広島県安佐郡亀山村四日市699番地（高宮中学校内）において同校開校 

昭和27年 7月15日 私立学校法第31条の規定に基づき学校法人武田学園設立認可 

昭和37年 1月20日 可部女子短期大学（被服科入学定員40人，収容走員80人）設置認可 武田

ミキ学長となる。 

昭和37年 3月31日 広島県可部女子専門学校廃校 

昭和37年 4月 1日 広島県安佐郡可部町大字中島1810番地において可部女子短期大学開学 

昭和39年 1月17日 可部女子短期大学に食物栄養科食物専攻，栄養専攻設置認可 

昭和39年 2月24日 可部女子短期大学食物栄養科に，「中学校教諭二級普通免許状（家庭）」授

与の資格を得させるための課程認定 

昭和39年 3月31日 可部女子短期大学食物栄養科栄養専攻を栄養士養成施設として指定され

る。 

昭和39年 4月 1日 可部女子短期大学食物栄養科開設 

昭和40年 1月25日 可部女子短期大学に国文科，英文科設置認可 

昭和40年 2月22日 可部女子短期大学国文科，英文科に，「中学校教諭二級普通免許状 国文科

に国語，英文科に外国語（英語）」授与の資格を得させるための課程認定 

昭和40年 4月 1日 可部女子短期大学国文科，英文科開設 

昭和41年 1月25日 広島文教女子大学文学部（国文学科，英文学科）設置認可 武田ミキ学長

となる。 

昭和41年 4月 1日 広島文教女子大学文学部国文学科，英文学科に，「高等学校教諭二級普通免

許状，中学校教諭一級普通免許状 国文学科に国語，英文学科に外国語（英

語）」授与の資格を得させるための課程認定 

昭和41年 4月 1日 広島県安佐郡可部町大字上原1238番地において広島文教女子大学開学 

昭和41年 4月 1日 「可部女子短期大学」を「広島文教女子大学短期大学部」と校名変更 

昭和42年12月28日 短期大学部食物栄養科「栄養専攻」を「食物栄養専攻」と専攻名変更 

昭和44年 2月 8日 短期大学部食物栄養科食物専攻に，「中学校教諭二級普通免許状（保健）」

授与の資格を得させるための課程認定 

昭和45年 1月21日 短期大学部に幼児教育学科設置認可 

昭和45年 1月24日 短期大学部幼児教育学科を「保母」養成施設として指定される。 

昭和45年 2月13日 短期大学部幼児教育学科に，「幼稚園教諭二級普通免許状」授与の資格を得

させるための課程認定 

昭和45年 2月26日 短期大学部の「国文科」を「国文学科」に，「英文科」を「英文学科」に，

「被服科」を「服飾学科」に，「食物栄養科」を「食物栄養学科」に，学科

名変更認可 

昭和45年 4月 1日 短期大学部幼児教育学科開設 

昭和51年 3月29日 広島文教女子大学及び広島文教女子大学短期大学部の聴講生の課程に，教

員免許状授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 昭和51年4月1

日） 

昭和53年 4月 1日 短期大学部服飾学科を「2級衣料管理士」養成大学として認定される（社団

法人日本衣料管理協会）。 
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昭和56年 1月16日 文学部に初等教育学科設置認可 

昭和56年 2月10日 広島文教女子大学文学部初等教育学科に，「小学校教諭一級普通免許状」授

与の資格を得させるための課程認定（適用時期，昭和56年4月1日） 

昭和56年 4月 1日 文学部初等教育学科開設 

昭和58年11月19日 武田学園創立35周年記念式典挙行 

昭和60年 2月 9日 広島文教女子大学文学部国文学科に，「高等学校教諭二級普通免許状（書

道）」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 昭和60年4月1日） 

昭和60年 3月26日 大韓民国全州教育大学と広島文教女子大学間における研究及び教育の協力

について協定を結ぶ 

昭和61年 3月18日 広島文教女子大学大学院設置認可 

文学研究科国語学国文学専攻（修士課程） 

昭和61年 4月 1日 広島文教女子大学大学院文学研究科国語学国文学専攻開設 

昭和62年 3月18日 大学院文学研究科教育学専攻（修士課程）増設認可 

昭和62年 4月 1日 大学院文学研究科教育学専攻開設 

広島文教女子大学大学院文学研究科国語学国文学専攻に，「高等学校教諭一

級普通免許状（国語）」授与の資格を得させるための課程認定 

（適用時期 昭和62年4月1日） 

昭和63年 4月 1日 広島文教女子大学文学部初等教育学科に，小学校教諭一級普通免許状授与

の資格を得させるための聴講生の課程認定（適用時期 昭和63年4月1日） 

昭和63年 5月24日 中華人民共和国大連外国語学院と広島文教女子大学間における研究及び教

育の協力について協定を結ぶ。 

平成元年 2月14日 文学部初等教育学科に，幼稚園教諭一級普通免許状授与の資格を得させる

ための課程認定 

（適用時期 平成元年4月1日） 

平成元年 4月 1日 文学部に，社会教育主事課程設置 

平成元年 4月 1日 文学部に，学芸員課程設置 

平成元年 4月 1日 短期大学部「服飾学科」を「生活科学科」に名称を変更 

平成 2年 2月20日 大学院文学研究科教育学専攻に，「小学校教諭専修免許状及び幼稚園教諭専

修免許状」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 平成2年4月1

日） 

平成 2年 4月 1日 短期大学部食物栄養学科食物専攻学生募集停止 

平成 3年12月20日 短期大学部食物栄養学科「入学定員50人 収容定員100人」に変更認可 

（変更時期 平成4年4月1日） 

平成 4年 4月 1日 食物栄養学科の専攻課程廃止 

平成 5年 3月19日 大学院文学研究科 英米文学専攻（修士課程）増設認可 

大学院文学研究科英米文学専攻に「中学校教諭専修免許状 外国語（英語），

高等学校教諭専修免許状 外国語（英語）」授与の資格を得させるための課

程認定（適用時期 平成5年4月1日） 

平成 5年 4月 1日 大学院文学研究科英米文学専攻開設 

平成 6年 4月 1日 短期大学部幼児教育学科学生募集停止 

平成 7年12月22日 短期大学部専攻科栄養専攻（修業年限2年）の設置が文部省において受理さ

れる。 

平成 8年 1月29日 短期大学部専攻科栄養専攻は学位授与機構が定める要件（学位規則第6条第

1項）を満たす専攻科として認定される。 
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平成 8年 4月 1日 短期大学部専攻科栄養専攻開設 

平成 8年 5月28日 短期大学部幼児教育学科を廃止 

平成11年 3月19日 文学部国文学科，英文学科に「高等学校教諭一種免許状 国文学科に『国

語』『書道』，英文学科に『英語』，中学校教諭一種免許状 国文学科に『国

語』，英文学科に『英語』」，初等教育学科に，「小学校教諭一種免許状 幼

稚園教諭一種免許状」授与の資格を得させるための課程認定（適用時期 平

成11年4月1日） 

平成11年 5月31日 4年制大学の充実を図るため「文学部国文学科，英文学科」及び「短期大学

部国文学科，英文学科」の学生募集を平成12年4月から停止して，新たに「人

間言語学科（入学定員120人，編入学定員10人），人間文化学科（入学定員

120人，編入学定員10人），人間福祉学科（入学定員100人，編入学定員20

人）」の新設を設置申請 

平成11年 7月28日 新学科設置申請認可 

人間言語学科 入学定員120人，編入学定員10人，収容定員500人 

人間文化学科 入学定員120人，編入学定員10人，収容定員500人 

人間福祉学科 入学定員100人，編入学定員20人，収容定員440人 

（開設時期 平成12年4月1日） 

平成11年 8月 5日 学部名の「文学部」を「人間科学部」に名称変更届出 

平成11年10月29日 学部名の「文学部」を「人間科学部」に名称変更届出受理（変更時期 平

成12年4月1日） 

平成11年12月24日 司書教諭講習科目の相当する授業科目開設について届出受理（開設時期 

平成12年4月1日） 

平成12年 2月29日 人間科学部人間言語学科に「高等学校教諭一種免許状，中学校教諭一種免

許状，国語コースに（国語），英語コースに（英語）」人間文化学科に「高

等学校教諭一種免許状（書道）」授与の資格を得させるための課程認定（適

用時期 平成12年4月1日） 

学部名「文学部」を「人間科学部」に名称を変更 

平成12年 4月 1日 既設の文学部国文学科，英文学科（2学科は平成12年4月学生募集停止）の

ほか，人間科学部に，人間言語学科（入学定員120名，編入学定員10名），

人間文化学科（入学定員120名，編入学定員10名），初等教育学科（入学定

員80名），人間福祉学科（入学定員100名，編入学定員20名）開設。 

短期大学部は，既設の国文学科，英文学科（2学科は平成12年4月学生募集

停止），生活科学科，食物栄養学科となる。 

平成12年12月21日 人間科学部人間福祉学科に「高等学校教諭一種免許状（福祉）」授与の資格

を得させるための課程認定（適用時期 平成13年4月1日） 

平成13年 5月29日 短期大学部英文学科を廃止 

平成14年 4月 1日 人間科学部に心理学科（入学定員70名，編入学定員10名），人間栄養学科（入

学定員70名）開設 

短期大学部生活科学科，食物栄養学科の学生募集を停止する。 

平成14年 5月 7日 大学院文学研究科教育学専攻臨床心理学コースに「臨床心理士」受験資格

に関する指定（第2種）を受ける（指定時期 平成15年4月1日，ただし協会

指定運用内規により平成14年4月1日から遡及適用）。 

平成14年 5月29日 短期大学部国文学科を廃止 

平成15年 5月12日 短期大学部生活科学科を廃止 

平成16年 4月 1日 人間科学部人間文化学科の学生募集を停止 

人間言語学科（入学定員70名，編入学定員10名）に再編成 

短期大学部専攻科栄養専攻の学生募集を停止 
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平成16年12月22日 文学部国文学科を廃止 

平成17年 3月29日 人間科学部人間栄養学科に「栄養教諭一種免許状」授与の資格を得させる

ための課程認定（適用時期 平成17年4月1日） 

平成17年 4月 1日 大学院文学研究科の名称を「人間科学研究科」と改称 

平成17年 5月16日 独立行政法人大学評価・学位授与機構へ短期大学部専攻科栄養専攻の廃止

届出 

平成17年 5月30日 短期大学部を廃止 

平成17年 7月 6日 人間科学研究科教育学専攻収容定員の変更に伴う学則変更届出 

平成18年4月1日国語学国文学専攻入学定員5名（収容定員10名），英米文学

専攻入学定員5名（収容定員10名）の学生募集を停止し，教育学専攻の入学

定員10名（収容定員20名），平成19年4月入学定員15名（収容定員30名）と

する。 

平成18年 3月31日 文学部英文学科を廃止 

平成20年 4月 1日 大学院人間科学研究科人間福祉学専攻を開設 

平成21年 4月 1日 人間科学部人間言語学科の学生募集停止 

平成22年 4月 1日 人間科学部グローバルコミュニケーション学科（入学定員70人，編入学定

員5人）を開設 

平成24年 4月17日 人間科学部初等教育学科及び人間福祉学科収容定員の変更に伴う学則変更

届出 

平成25年4月1日初等教育学科入学定員80名(収容定員320名)を入学定員100

名(収容定員400名)，人間福祉学科入学定員100名(収容定員440名(編入学40

名))を入学定員80名(収容定員360名(編入学40名))に変更 

平成27年 3月31日 人間科学部人間言語学科を廃止 

 

 

３３３３．設置校．設置校．設置校．設置校及及及及び所在地び所在地び所在地び所在地  

<大  学 > 広島文教女子大学（広島市安佐北区可部東 1-2-1） 

人間科学部（初等教育学科、人間福祉学科、心理学科、人間栄養学科、

グローバルコミュニケーション学科） 

 

<大 学 院 > 広島文教女子大学大学院（広島市安佐北区可部東 1-2-1） 

 

人間科学研究科（教育学専攻、人間福祉学専攻） 

 

<高等学校> 広島文教女子大学附属高等学校（広島市安佐北区可部東 1-2-3） 

全日制課程普通科 

 

<幼 稚 園 > 広島文教女子大学附属幼稚園（広島市安佐北区可部東 1-1-15） 
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４４４４．役員．役員．役員．役員     

（平成 27年 4月 1日現在、理事定数 11名、現員 11名、監事定数 2名、現員 2名） 

 

 理事（理事長）       武田 義輝     理事（非常勤）  大越 藤夫           

 理事（学長）        角重  始     理事（非常勤）  児玉 裕志     

 理事（校長）        石井 宏佳     理事（非常勤）  田中 豊實    

理事（園長）        粟屋 一枝     理事（非常勤）  大内 良治 

理事（学園統括部長）    金本  潔     理事（非常勤）  粟屋 充博 

理事（非常勤）       桑原 正彦     監事（非常勤）  友廣 和有 

監事（非常勤）       久保田宏温 

 

５５５５．．．．学生数学生数学生数学生数 

大学等における３年間の在籍状況は、次表のとおりです。 （各年度５月１日現在） 

 

 

 

区 分 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

現員 

収容 

定員 

充足率 現員 

収容 

定員 

充足率 現員 

収容 

定員 

充足率 

広 島 文 教 女 子 大 学 1,291 1, 666 0.77 1,298 1,666 0.77 1,271 1,666 0.76 

大 学 院 10 36 0. 27 14 36 0.28 16 36 0.44 

人 間 科 学 部 1,281 1,630 0.78 1,284 1,630 0.78 1,255 1,630 0.77 

人 間 言 語 学 科 2 － － 2 － － － － － 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学 科 

105 290 0.36 128 290 0.36 131 290 0.45 

初 等 教 育 学 科 500 340 1.47 495 340 1.47 488 380 1.28 

人 間 福 祉 学 科 204 420 0.48 207 420 0.48 210 380 0.55 

心 理 学 科 152 300 0.56 151 300 0.50 131 300 0.44 

人 間 栄 養 学 科 318 280 1.13 301 280 1.13 295 280 1.05 

広 島 文 教 女 子 大 学 

附 属 高 等 学 校 

566 480 1.17 523 480 1.09 556 480 1.15 

広 島 文 教 女 子 大 学 

附 属 幼 稚 園 

144 160 0.90 158 160 0.99 165 160 1.03 

計 2,001 2,306 0.87 1,979 2,306 0.86 1,992 2,306 0.86 



 

- 7 - 
 

６．６．６．６．教職員数教職員数教職員数教職員数     

（各年度５月１日現在） 

区 分 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

専 任 

教 育 

職 員 

非常勤 

教 育 

職 員 

専 任 

事 務 

職 員 

広島文教女子大学 92 128 46 90 113 46 90 101 50 

附 属 高 等 学 校 38 18 3 37 18 3 37 18 2 

附 属 幼 稚 園 10 5 1 9 7 1 9 8 0 

計 140 151 50 136 138 50 136 127 52 
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７７７７．．．．組織概要組織概要組織概要組織概要（平成 27年 4月 1日現在） 

法人組織及び設置する各学校の組織は、次のとおりです。 

学 園 統 括 部
人事課　経理課　総合支援課　入試広報課  学生サポート課
就職課　附属図書館事務室  地域連携室　BECC事務室
附属高等学校事務室　淳風寮(大学)　育心寮(附属高等学校)

広島文教女子大学附属幼稚園
高等教育研究センター

心理教育相談センター
全日制普通科

キ ャ リ ア セ ン タ ー

人  間  栄  養  学  科

グローバルコミュニケーション学科

附　属　図　書　館

学 習 支 援 室

学 生 相 談 室

武田学園 教 育 学 専 攻

入 試 ・ 広 報 セ ン タ ー

広島文教女子大学附属高等学校

教   養   教   育   部

B   E   C   C

学生サポートセンター

人  間  福  祉  学  科

心     理     学     科

学内共同教育研究施設

エクステンションセンター

総合情報センター

初  等  教  育  学  科

広島文教女子大学 人間福祉学専攻

人　間　科　学　部

人  間  言  語  学  科
（平成22年度募集停止)

大学院　人間科学研究科(修士課程)

学　長　室

教   職   セ   ン   タ   ー
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Ⅱ事業の概要Ⅱ事業の概要Ⅱ事業の概要Ⅱ事業の概要 

１１１１．．．．学部学科学部学科学部学科学部学科 

   (1) 学科入学定員の変更 

平成 25年度に、初等教育学科と人間福祉学科の入学定員の変更を行いました。（初

等教育学科８０名→１００名、人間福祉学科１００名→８０名） 

（2）学科の廃止 

  休学により過年度在籍中であった人間言語学科学生２名が退学したため、平成 22

年度に募集停止とした同学科を、平成 27年 3月末に廃止しました。 

                              

 ２．認証評価２．認証評価２．認証評価２．認証評価                     

    広島文教女子大学は、平成 24年 10月、公益財団法人日本高等教育評価機構による大学

機関別認証評価を受審し、平成 19年に続いて「大学評価基準に適合している。」と平成

25年 3月 12日付けで認定されました。 

 

３．３．３．３．教育研究活動教育研究活動教育研究活動教育研究活動     

（１）広島文教女子大学 

  ① 大学ミッション 

     「わたしたちは、質の高い教育ときめ細かな支援で、学生一人ひとりの成長を後

押しし、社会に役立つ人材を育成します。」 

   ② 教育活動 

     カリキュラム改革により、導入教育「大学での学びⅠ・Ⅱ」「人間科学基礎研究

Ⅰ・Ⅱ」を改編・新設すると共に教養教育科目の再編、専門教育科目の継続的な見

直しを行い、より適切な教育課程の実現に努めています。さらに、特色ある教育内

容・方法として、教育理念及び育成すべき人材像を示し、建学の精神・教育理念を

周知する科目「文教学入門」「人間科学入門」、社会で生きることを考えさせる科目

「人生論」などを設けて、独自の教育の基礎としています。  

     また、平成 25年度からは入学生全員にタブレット型端末「iPad mini」を配付し、

教育内容・方法等の ICT化を推進しています。 

さらに、平成 26 年度に「育心の時間」を開設して建学の精神や教育理念の更な

る浸透を期するとともに、学生一人ひとりのニーズに即した教育活動の一層の徹底

を図っています。 

③ 研究活動 

従来の堅実な研究活動に加えて、新たな動きも起こっています。 

平成 26 年度には高等教育研究センターを開設し、大学教育改革の調査・研究・推

進を図っています。平成 26 年度に創刊した研究誌『広島文教女子大学 高等教育

研究』を継続発刊し、その成果を広く学内外に問うています。 

 



 

- 10 - 
 

   （２）広島文教女子大学附属高等学校 

      ① 高等学校ミッション（目指す生徒像） 

「われわれは、さらなる教授力の確立に努め、きよらかに凛とした知性溢れる生

徒を育成します。」 

② 教育方針 

  ア．建学の精神に基づいた心の教育の推進 

  知識と知恵に裏付けされたしなやかな知性をもち、誠実さにあふれた生徒を 

育成します。 

  イ．学力の向上と進路指導 

  自らが学ぶことに価値を見出し、自学・自習ができ、より高い目標に挑戦する

生徒を育成します。 

  ウ．女性として自立できる教育の実践 

  さまざまな課題や状況に応じたスピーディかつ的確な判断のもとに、コミュニ

ケーション力を発揮し、リーダーシップのとれる逞しい生徒を育成します。 

③ 教育実践 

ア．育心育人教育の推進 

・人に関わるすべての場面で、他者への「敬意」を念頭に置いた振る舞いがで

きる生徒を育成します。その表れの一つに，その場にふさわしい「あいさつ」

ができることを目指します。具体的には，状況に応じて「立ち止って」品位

あるあいさつができる生徒を育成します。 

・ソシオ活動・課外活動・特別活動を強力に推進し，成功体験や失敗体験を重

ねることによって、生徒一人ひとりの知恵を育むと同時に、人と自由に関わ

る喜びを感じることができる生徒の育成を目指します。 

・環境保護に関心をもたせ、それを実践できる生徒を育成します。 

・教師全員が Teamとして個々の生徒に関わり、あらゆる教育現場（授業、Ｈ

Ｒ、行事、クラブ等）において心を鍛える教育を行います。 

④ 進路実現をめざす学力向上への取り組み 

ア. キャリア教育を推進し、社会の仕組みを理解させる中で、生徒自身が将来

活躍すべき場所を明確に意識できることを目指します。 

イ. 生徒の進路目標が実現できるようＢＦＷとＢＬＣを強力に推進し、自学自

習ができる生徒を育成します。 

ウ. 明確な将来展望を基盤にして豊富な知識を習得させ、国公立大学をはじめ

難関私立大学への進路実現をめざした学力向上に取り組みます。 

エ. 高大連携を強化し、広島文教女子大学との継続的な教育活動をも展開しま

す。 

オ. ＢＥＣＣの活用、海外語学研修修学旅行、留学生との交流等をとおして、

積極的に英語を活用していく態度を育て、英語力の向上を図ります。 
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カ. 各教科の教職員がＦＤ活動を推進し、Team として生徒全員の教科学力の

向上を図ります。 

⑤ 女性として自立できる教育の実践（「文教フロンティアスピリット：ＢＦＳ」

の推進） 

ア. 学園創設者 武田ミキ先生の教育理念を継承し、情熱と愛情に満ち溢れた

「逞しい前姿」を見せる教育を実践します。 

イ. 知性的で自立した女性を育てるために、「ＢＦＳ（文教フロンティアスピリ

ット）」活動をさらに発展させ、豊かなコミュニケーション能力と強いリーダ

ーシップを養う教育を推進します。 

 

（３） 広島文教女子大学附属幼稚園 

①  幼稚園ミッション 

｢わたしたちは、モンテッソーリ教育により、園児の豊かな人生の礎となる最

高の教育を行います。｣ 

②  教育目標 

心豊かで 社会性に富み 自立した子ども」を育てる 

③  教育方針 

建学の精神である「心を育て 人を育てる」を柱として、一人ひとりの園児へ  

の個別的な配慮のもと、「ひとりで できた」という体験を積み重ねることによ

り自立を促し、３つの心「やさしい心」「すこやかな心」「つよい心」を育んでい

ます。 

④ 教育実践 

ア．モンテッソーリ教育の実践 

クラスは年少、年中、年長、３年齢混合編成をし、見て学び、助け合う園生活の

全ての場面においてモンテッソーリ教育法を基盤としています。 

登園後の約２時間のチャレンジタイム（モンテッソーリ教具を用いた個別の自由 

選択活動）を通して、選択力や集中力などを高めています。チャレンジタイム後

には、年齢別に分かれてモンテッソーリ教育を踏まえた関わりの分野別（音楽・

体育・絵画制作）活動に取り組みました。 

教職員は各種のモンテッソーリ教育に根差した園外研修に参加し、教師としての

資質向上に努めています。 

⑤ 大学附属としての利点を活用した専門性のある教育内容と支援 

ア．大学教員（臨床心理士）による保護者の子育て相談を月１回開催しています。 

イ．大学教員・学生・附属高校生による指導により課外活動の実施をしています。 

ウ．毎月の誕生会にて、大学教職員及び学生によるパフォーマンスの披露により、 

園児体験を豊かにしています。 

⑥子育て支援 
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ア．ころころフレンズ（未就園児保育） 

入園前（２歳児）の親子を対象にモンテッソーリ教育を基盤として自立を援助

する活動を行っています。４月から９月は希望者全員を迎え入れ、９０分の活動

からはじめます。 

１０月の入園受付後は入園確定した幼児のみを対象にし、活動時間を伸ばし、安

心して４月の入園を迎えられるように様々な体験をしました。 

保育室隣接の観察室は、保護者が我が子の活動する姿を観察したり、子育ての悩 

みを語り合ったり、子育ての情報を交換する場にもなっています。 

イ．なかよしキッズ（預かり保育） 

通常保育日は 7:30～8:50と 14:00～18:00に実施。長期休園中は、7:30～18:00

に実施しています。働く保護者が増えていることもあり利用者が増加していま

す。毎日利用する園児は約２０名、夏休みは３０名あまりでした。 

⑦課外活動の充実 

     保育後の活動として、毎週、月曜日はサッカー教室、火曜日は英語教室、水曜日 

は書道室、金曜日は外部団体による体育教室を実施しました。 

⑧保護者のサークル活動 

保護者の２つのサークルは保護者同士の仲間意識がひろがるとともに、生活や子

育てについての情報を交換する場にもなっています。 

 

４．国際交流４．国際交流４．国際交流４．国際交流     

（１）広島文教女子大学 

      協定校アメリカ合衆国オハイオ州「ケント州立大学」においては、夏期研修（３週

間）に１名、秋期留学(４か月)に２名の学生が参加しました。修得した単位は、本学

の基準に照らし夏期研修６単位、秋期研修は３０単位が認定されました。平成 21年

度から協定校となった、オーストラリア「クイーンズランド工科大学」での、英語

学習プログラム（５週間・２月上旬～３月中旬）には１２名の学生が参加しました。

修得した単位は、本学の基準に照らし４単位まで認定されました。また、平成 25年

度より、夏期休暇中にオーストラリアのメルボルンで２２日間、現地のホテルや企

業、教育機関等でのインターンシップに、１１名の学生が参加しました。 

   また、本年度、在学生の積極的な留学希望の支援をするため、関係規程の見直しを

行いました。      

     

（２）広島文教女子大学附属高等学校 

     修学旅行の１コースとして、海外ホームステイコースを設定しており、平成 27年度

３３名がカナダ､ブリティッシュコロンビア州ホワイトロック市で語学研修とホー

ムステイ（約１２日間）を経験しました。 

留学生受け入れとしましては、今年度はオーストラリアの生徒１名、アフガニスタ
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ンのサッカー選手団１４名が来校されました。本校生徒と交流し、日本文化に触れ、

終日、日本の学校体験をしました。 

 

５５５５．地域連携．地域連携．地域連携．地域連携 

（１）広島文教女子大学 

   地域と連携した教育・研究活動の支援 

平成 27 年度にエクステンションセンターでは、地域連携協力協定を結んでいる広島

市安佐北区と、島根県雲南広域連合（雲南市、奥出雲町、飯南町）をフィールドとし

て、学生がプランを立て実行していく力を身につける教育活動や、さまざまな地域課

題の解決方法をアクティブに探る研究活動を支援しました。 

本年度は特に、雲南広域連合から観光ガイド資料の英訳について研究依頼がありまし

た。授業の一環として２冊の観光マップ（春夏用と秋冬用）及び温泉ガイドの英語訳

に学生とともに取り組むため、エクステンションセンターで委託契約締結などの環境

整備を進めました。また、３年目となる「雲南女子旅研究」にも取り組み、学生とと

もに実地調査が進められるよう、事前の調整などに注力しました。人間福祉学科では、

人間福祉学会・島根ブロック大会を、隣接する出雲市で開催予定することとし、雲南

地域の関係者にも参加を呼びかけ、島根県で活躍している卒業生の様子を聞くことや

福祉現場についての情報交換をすることができました。 

広島市の補助金事業である常設オープンスペース｢すずらんひろば高陽」の運営にも

引き続き取組み、地域のさまざまな団体と学生をつなぐことにより、子育て支援その

他のボランティア活動も積極的に展開できるよう環境整備に努めました。 

また、外部講師１２人を招いて体験を聴く「人生論」など、地域のキーパーソンに来

てもらい、一緒に学ぶ講座も開催しました。 

    

（２）広島文教女子大学附属高等学校 

  「ソシオ学校」（教育活動そのものが地域貢献となる活動）を平成 27年度も各クラブ単     

  位で組み込みました。各クラブで生徒を中心に企画し、地域の小学校の行事で実験や演    

  奏の企画、地域のお祭りで茶会や演奏のおもてなし、高齢者対象にボランティア演奏会 

  など各クラブでさまざまな取組みを行いました。 

  学年ごとに日にちを設定し、日頃お世話になっている地域に貢献するため、地域清掃活 

  動を行いました。 

 

６６６６．キャンパス整備．キャンパス整備．キャンパス整備．キャンパス整備     

（１） 広島文教女子大学 

① トイレ、空調等設備の更新 

                建物の老朽化に伴うトイレ、空調等の更新を昨年度より順次実施しています。 

    本年度は、特に３号館女性トイレにﾌｨﾂﾃｨﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ等を設けた最新の設備に更新し
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ました。また、平成 28 年度実施予定の校舎の耐震化補強工事に係る耐震診断を３

号館および６号館で実施しました 

② IRシステムの導入 

本年度は、文部科学省特別補助金タイプⅠ「教育の質的転換」において申請した「IR

システムの導入」が採択され、整備を行いました。これにより、授業の出欠管理や

図書館ゲートシステムの IC カード対応化が図られ、今後、学生の修学行動に関す

る情報の収集や、各所に蓄積されているデータの統合・分析できるようになりまし

た。 

※IR（institutional research）：高等教育機関レベルの計画立案や 意思決

定に有効なデータの分析及び提供を行う組織的活動 

 

     （２）広島文教女子大学附属高校 

    平成27年度は文部科学省の補助金事業を利用してICT教育設備を拡充し、教室、講

義室、各教科等の演習室に超単焦点型プロジェクターやApple TVを完備しました。 

また、生徒情報の一元化、教員ならびに生徒用端末の管理・運用のために、Windows

サーバーを購入しました。 

 

（３）広島文教女子大学附属幼稚園 

   なかよし木ッズの空調の増設により、厳暑時、厳冬時も適正温度で過ごせるように 

なりました。園長室・保健室の空調設備不具合により取替えを行いました。 

  また、シャワールームのシャワーが故障したため、園児用シャワーに取り替えまし

た。その他、幼児用パットを備えたＡＥＤ設置や園バスの無線を、通信に安定性の

ある携帯電話網の無線に切り替えました。 

   

７７７７．キャリア形成と卒業生の進路・就職状況．キャリア形成と卒業生の進路・就職状況．キャリア形成と卒業生の進路・就職状況．キャリア形成と卒業生の進路・就職状況    

（１）広島文教女子大学 

平成 28年 3月卒業生で就職を希望する者の就職率は全学科とも１００％を達成し

ました。 

平成 28年 3月卒業の学年は、いわゆる就職活動解禁時期が３年生の３月に、採用

選考開始時期が４年生の８月に繰り下げられました。一方、景気の回復傾向によ

って、採用側の求人件数及び採用者数が高まったこともあり、学生をとりまく就

職 環境はさらに大きく変化しました。 

しかしながら、全学科１００％を達成できたのは、就職環境の変化に戸惑う学生

一人ひとりにチューターやキャリアセンター運営委員をはじめとする教職員が一   

丸となって学生支援にあったことが大きな要因といえます。 

今年度の具体的な就職支援と指導は次のとおりです。 

① 小規模大学の強みを活かした個別支援 
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一人ひとりに向き合う個別支援に重点を置き、きめ細かなサポートを徹底して行

いました。個別面談は３・４年生の全員面談（前期/後期）の他、学年に関係な

くキャリア･コンサルティング等の個別支援が受けられる体制を整えています。 

②  女子大ならではのキャリア教育 

女性のキャリア形成は結婚・出産などのライフイベントの影響を受けやすく、

男性のキャリア形成と異なります。本学では、ライフイベントによって職業人生

を中断した場合でも、再びキャリアを継続して形成していく力を育て、真の女性

の自立をめざしたキャリア教育を 1年生から展開しています。 

③  キャリアガイダンスの充実 

これまで行ってきた年間１０数回の就職ガイダンスに加え、４年生対象の「社会

人マナー講座」は企業就職者と教職就職者を分け、それぞれに応じた内容に改め

て実施しました。 

次年度平成 29 年 3 月卒業となる３年生は、採用選考開始時期が４年生の６月に

繰り上げられることが決まっています。採用側はさらに採用活動のスピードを加

速し、併せて採用選考方法及び内定者へのフォローアップが変化していくと予測

されます。３年生対象には「求人票の見方講座」「労働法講座」を新たに行い、

就職活動の準備を支援しました。 

１・２年生には、全員を対象にした「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」でキャリア形

成支援やマナー指導を行った他、学年を問わず参加できる「ＯＧ座談会」「業界研

究セミナー」等で卒業生や人事担当者と対話ができる場を設けることで、個々の

将来像やそれにつながるキャリアパスを考えたり、深めたりする機会を支援しま

した。 

 

 (２）広島文教女子大学附属高等学校 

       本校の卒業生の進路は，次の表に示すように，ほとんどが進学であります。その中

でも，近年国公立大学へ進学希望・合格実績も増加しており，平成 27 年度は国公

立大学にはＡ・Ｂコース合わせて１７名が現役合格しました。 

広島文教女子大学への進学志望者も多く，Ｂコースの約３０％が進学しています。 

平成 27年度卒業生も希望進路に向け最後まで努力しよく健闘しました。 

本校では，進路の夢をまず大きく広げ，その実現を目指して日々の学校生活を頑張

らせる指導を行っています。大学見学や大学模擬授業，附属幼稚園観察実習，一日

看護体験実習，介護講習など，自分の夢を確認し，強くできる企画もしています。 

また、４年制大学進学希望者には，大学入試センター試験を受験することを前提と

した指導をしており，今年度卒業生の受験者は，１８６名中７６名でした。 
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平成平成平成平成２８２８２８２８年度入試年度入試年度入試年度入試    合格状況合格状況合格状況合格状況 

国公立大学                          

学   校   名 学  部  名 学   科   名 合格者数 

山梨大学 生命環境 地域食物科 1 

島根大学 生物資源 農林生産 1 

山口大学 経済 経済 1 

公立鳥取環境大学 
経営 経営 1 

環境 環境 1 

島根県立大学 
総合政策 総合政策 2 

看護 看護 1 

県立広島大学 

経営情報 経営 1 

人間文化 国際文化 2 

保健福祉 
作業療法 1 

人間福祉 1 

広島市立大学 
国際 国際 3 

芸術 デザイン工芸 1 

高知県立大学 文化 文化 1 

国公立大学合格者数合計 18 

 

私立大学 県外  
  

学   校   名 学  部  名 学   科    名 合格者数 

跡見学園女子大学 文 現代文化表現 1 

尚美学園大学 総合政策 ライフマネジメント 1 

創価大学 看護 看護 1 

東京農業大学 農 農 1 

日本大学 生産 機械工 1 

東海大学 工 航空宇宙 1 

名古屋外国語大学 外国語 英米語 1 

大谷大学 文 社会 1 

京都外国語大学 外国語 英米語 1 

京都産業大学 
法 法律 4 

理 宇宙物理 1 

同志社大学 神 神 1 

同志社女子大学 薬 医療薬 1 

大阪芸術大学 芸術 デザイン 1 
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舞台芸術 1 

大阪国際大学 人間科学 人間健康科学 1 

関西外国語大学 外国語 英米語 1 

近畿大学 工 化学生命工 4 

武庫川女子大学 薬 薬 1 

関西国際大学 教育 教育福祉 1 

天理大学 文 国文学国語 1 

岡山理科大学 
理 生物化 1 

総合情報 社会情報 1 

徳山大学 経済 ビジネス戦略/スポーツマネジメント 1 

県外私立大学合格者数合計 31 

 

私立大学 県内 
 

 

 
 

学   校   名 学 部 名 学   科    名 合格者数 

広島文教女子大学 

人間科学 

グローバルコミュニケーション 5 

初等教育   21 

人間福祉   10 

心理     7 

 人間栄養 6 

小  計 49 

広島文化学園大学 学芸 
子ども 2 

音楽 1 

広島経済大学 経済 
メディアビジネス 1 

スポーツ経営 1 

広島工業大学 環境 
環境デザイン 1 

地球環境 1 

広島女学院大学 

国際教養 国際教養 2 

人間生活 

生活デザイン 1 

管理栄養 2 

幼児教育心理 1 

広島都市学園大学 
子ども教育 子ども教育 1 

健康科学 看護 4 

広島修道大学 人文 

英語英文 2 

人間関係/社会学専攻 1 

人間関係/教育学専攻 1 
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人間関係/心理学専攻 1 

法 
法律 3 

国際政治 2 

商 経営 1 

経済科学 経済情報 1 

安田女子大学 

文 
日本文 2 

英語英米文 1 

現代ビジネス 
現代ビジネス 5 

国際観光ビジネス 3 

教育 児童教育 3 

薬 薬 4 

看護 看護 9 

家政   
生活デザイン 3 

造形デザイン 3 

広島国際大学 

医療経営 医療経営/病院管理学 1 

医療福祉 医療福祉 1 

保健医療 
医療技術/救急救命学専攻 2 

医療技術/臨床工学専攻 1 

看護 看護 6 

心理 心理 1 

総合リハビリテーション 
リハビリテーション支援 1 

リハビリテーション/言語聴覚療学専攻 1 

医療栄養 医療栄養 2 

薬 薬 2 

県内私立大学合格者数合計 130 

 

私立短期大学  

学   校   名 学   科    名 合格者数 

立教女学院短期大学 現代コミュニュケーション 1 

高田短期大学 子ども 1 

聖和学園短期大学 保育 1 

山陽女子短期大学 臨床検査デザイン 1 

比治山大学短期大学部 
総合生活デザイン/生活創造コース 1 

幼児教育 1 

広島文化学園短期大学 コミュニティ生活 4 
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安田女子短期大学 保育科 1 

環太平洋大学短期大学部 人間発達 3 

私立短期大学合格者数合計 14 

 

専門学校  

学   校   名 専  攻  名 進学者数 

広島高等歯科衛生士専門学校  2 

日本工学院専門学校 コンサート・イベント 1 

トリニティーカレッジ広島医療福祉専門学校 
介護福祉 1 

臨床工 1 

東放学園音響専門学校 音響技術科 1 

ＩＧＬ医療福祉専門学校 鍼灸 1 

福岡水巻看護助産学校 看護 1 

呉医療センター附属呉看護学校  1 

中日本航空専門学校 航空整備科 1 

大阪アニメーションスクール専門学校 声優科 1 

広島県理容美容専門学校 美容科 1 

専門学校マインドビューティーカレッジ トータルビューティー科 1 

広島美容専門学校 美容科 1 

広島ビューティーアート専門学校 
トータルビューティー科 2 

モデルコース 1 

穴吹ビューティ専門学校 美容 1 

広島製菓専門学校 洋菓子 3 

広島ＹＭＣＡ専門学校 
ホスピタリティ科 2 

社会体育科 1 

広島ビジネス専門学校 キャリアビジネス科 2 

広島情報ビジネス専門学校 総合ビジネス科 4 

福岡大村美容ファッション専門学校 美容 1 

代々木アニメーション学院 イラストコース 2 

河原デザイン・アート専門学校 漫画クリエイター科 1 

東京スイーツ＆カフェ専門学校 スイーツパティシエ科/カフェ専攻 1 

福岡スクールオブミュージック＆ダンス専門学校 プロミュージシャン 1 

専門学校合格者数合計 36 
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就職 

会社等名  就職者数 

ＡＣ長野パルセイロ・レディース  1 

島根ナカバヤシ株式会社  1 

有限会社 フーミエールジャパン  1 

有限会社 亀石  1 

株式会社 ジュンペイ  1 

株式会社 むさし  1 

株式会社 大野石油  1 

就職者数合計 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 21 - 
 

ⅢⅢⅢⅢ.財務の概要財務の概要財務の概要財務の概要    （平成（平成（平成（平成 27 年度決算年度決算年度決算年度決算状況）状況）状況）状況） 

１．財産目録１．財産目録１．財産目録１．財産目録 

 財産目録（平成２８年３月３１日現在） 

Ⅰ資産総額Ⅰ資産総額Ⅰ資産総額Ⅰ資産総額        １１，０５１１，０５１１，０５１１，０５９９９９,,,,７９７９７９７９２２２２，，，，８３３８３３８３３８３３    円円円円    

内 基本財産  ７，９４６，４６６，３０４ 円 

  運用財産  ３，１１３，３２６，５２９ 円 

  収益事業用財産  － 円 

Ⅱ負債総額Ⅱ負債総額Ⅱ負債総額Ⅱ負債総額        １，０６８１，０６８１，０６８１，０６８，，，，０８６０８６０８６０８６，，，，８６４８６４８６４８６４    円円円円    

Ⅲ正味財産Ⅲ正味財産Ⅲ正味財産Ⅲ正味財産        ９，９９１９，９９１９，９９１９，９９１，，，，７０５７０５７０５７０５，，，，９６９９６９９６９９６９    円円円円    

区  分  金  額  

資産額    

１基本財産    

      土地 １５１，２３３㎡ ２，７５７，１３１，６４０ 円 

      建物 ４３，７１１㎡ ３，４３９，０９９，６６５ 円 

      図書 ２４８，０４４冊 １，０９９，６７１，４５７ 円 

      教具・校具・備品 １８，８５２点 ２３４，５５１，４３５ 円 

      その他  ４１６，０１２，１０７ 円 

２運用財産    

      現金預金  ２，５８１，０８８，６８１ 

 

円 

      その他  ５３２，２３７，８４８ 円 

３収益事業用財産  － 円 

    

資産総額資産総額資産総額資産総額     １１１１１１１１，，，，０５９０５９０５９０５９，，，，７９２７９２７９２７９２，，，，８３３８３３８３３８３３    円円円円    

負債額    

１固定負債    

      長期借入金  １１８，１７０，０００ 円 

      退職給与引当金  ３９３，９２８，３７５ 円 

２流動負債    

      短期借入金  １０，０２０，０００ 円 

      未払金  ５４，９１１，４６６ 円 

      前受金  ４５１，４１２，０４０ 円 

      預り金  ３９，６４４，９８３ 円 

負債総額負債総額負債総額負債総額     １，１，１，１，００００６８６８６８６８，，，，０８６０８６０８６０８６，，，，８６４８６４８６４８６４    円円円円    

正味財産（資産総額－負債総額）正味財産（資産総額－負債総額）正味財産（資産総額－負債総額）正味財産（資産総額－負債総額）    ９，９９１９，９９１９，９９１９，９９１，，，，７０５７０５７０５７０５，，，，９６９９６９９６９９６９    円円円円    
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２．貸借対照表２．貸借対照表２．貸借対照表２．貸借対照表    

        貸借対照表については、次表のとおりです。 

(単位　円)

科目

固定資産 ( 8,371,619,179 ) ( 8,565,026,926 ) ( △ 193,407,747 )

有形固定資産 < 8,075,646,836 > < 8,262,279,638 > < △ 186,632,802 >

土地 2,886,312,172 2,886,312,172 0

建物 3,439,099,665 3,567,677,799 △ 128,578,134

構築物 410,574,018 444,012,476 △ 33,438,458

教育研究用機器備品 215,265,847 229,359,630 △ 14,093,783

管理用機器備品 19,285,588 18,677,525 608,063

図書 1,099,671,457 1,105,768,214 △ 6,096,757

車両 5,438,089 10,471,822 △ 5,033,733

特定資産 < 273,000,000 > < 272,500,000 > < 500,000 >

退職給与引当特定資産 220,000,000 220,000,000 0

第３号基本金引当特定資産 53,000,000 52,500,000 500,000

その他の固定資産 < 22,972,343 > < 30,247,288 > < △ 7,274,945 >

電話加入権 1,828,300 1,828,300 0

施設利用権 3,633,374 4,108,186 △ 474,812

出資金 715,700 701,600 14,100

ソフトウェア 14,558,099 21,072,332 △ 6,514,233

長期貸付金 1,958,000 2,258,000 △ 300,000

敷金 155,400 155,400 0

預託金 123,470 123,470 0

流動資産 ( 2,688,173,654 ) ( 2,413,345,138 ) ( 274,828,516 )

現金預金 2,581,088,681 2,327,856,601 253,232,080

未収入金 90,615,290 79,609,700 11,005,590

貯蔵品 3,191,983 3,813,130 △ 621,147

仮払金 228,699 354,489 △ 125,790

前払金 13,049,001 1,711,218 11,337,783

資産の部合計 11,059,792,833 10,978,372,064 81,420,769

貸借対照表
平成28年 3月31日

資産の部

本年度末 前年度末 増　　減

 

(単位　円)

科目

固定負債 ( 512,098,375 ) ( 533,499,577 ) ( △ 21,401,202 )

長期借入金 118,170,000 128,190,000 △ 10,020,000

退職給与引当金 393,928,375 405,309,577 △ 11,381,202

流動負債 ( 555,988,489 ) ( 542,854,674 ) ( 13,133,815 )

短期借入金 10,020,000 10,020,000 0

未払金 54,911,466 19,195,723 35,715,743

前受金 451,412,040 489,847,000 △ 38,434,960

預り金 39,644,983 23,791,951 15,853,032

負債の部合計 1,068,086,864 1,076,354,251 △ 8,267,387

純資産の部

科目

基本金 ( 15,883,773,520 ) ( 15,871,173,746 ) ( 12,599,774 )

第１号基本金 15,643,773,520 15,631,673,746 12,099,774

第３号基本金 53,000,000 52,500,000 500,000

第４号基本金 187,000,000 187,000,000 0

繰越収支差額 ( △ 5,892,067,551 ) ( △ 5,969,155,933 ) ( 77,088,382 )

翌年度繰越収支差額 △ 5,892,067,551 △ 5,969,155,933 77,088,382

純資産の部合計 9,991,705,969 9,902,017,813 89,688,156

負債及び純資産の部合計 11,059,792,833 10,978,372,064 81,420,769

前年度末 増　　減

本年度末 前年度末 増　　減

負債の部

本年度末
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３．収支計算書３．収支計算書３．収支計算書３．収支計算書     

 （１）資金収支計算書 

資金収支計算書は、次表のとおりです。 

(単位　円)

科　　　目

学生生徒等納付金収入 ( 1,690,768,000 ) ( 1,686,758,847 ) ( 4,009,153 )

授業料収入 1,152,184,000 1,146,755,700 5,428,300

入学金収入 111,300,000 111,420,000 △ 120,000

入学手続金収入 36,190,000 36,190,000 0

実験実習料収入 23,654,000 26,676,647 △ 3,022,647

施設設備資金収入 367,440,000 365,716,500 1,723,500

手数料収入 ( 30,457,850 ) ( 27,131,250 ) ( 3,326,600 )

入学検定料収入 26,716,000 23,166,000 3,550,000

試験料収入 336,000 381,000 △ 45,000

証明手数料収入 805,850 798,850 7,000

大学入試センター試験実施手数料収入 2,600,000 2,785,400 △ 185,400

寄付金収入 ( 3,750,000 ) ( 1,736,000 ) ( 2,014,000 )

特別寄付金収入 1,900,000 1,398,000 502,000

一般寄付金収入 1,850,000 338,000 1,512,000

補助金収入 ( 516,356,735 ) ( 520,858,393 ) ( △ 4,501,658 )

国庫補助金収入 260,000,000 262,241,000 △ 2,241,000

地方公共団体補助金収入 256,356,735 258,617,393 △ 2,260,658

資産売却収入 ( 6 ) ( 6 ) ( 0 )

設備売却収入 6 6 0

付随事業・収益事業収入 ( 143,386,940 ) ( 147,691,847 ) ( △ 4,304,907 )

補助活動収入 140,386,940 145,387,847 △ 5,000,907

受託事業収入 1,200,000 1,200,000 0

免許状更新講習料収入 1,800,000 1,104,000 696,000

受取利息・配当金収入 ( 6,732,327 ) ( 6,767,591 ) ( △ 35,264 )

その他の受取利息・配当金収入 6,732,327 6,767,591 △ 35,264

雑収入 ( 69,063,740 ) ( 59,089,870 ) ( 9,973,870 )

施設設備利用料収入 860,000 931,908 △ 71,908

地代収入 748,740 745,088 3,652

私立大学退職金財団交付金収入 52,000,000 27,590,868 24,409,132

広島県私学振興財団等交付金収入 7,100,000 22,829,350 △ 15,729,350

研究関連収入 700,000 489,000 211,000

その他の雑収入 4,545,000 3,783,254 761,746

過年度修正収入 3,110,000 2,720,402 389,598

借入金等収入 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

前受金収入 ( 552,668,500 ) ( 451,412,040 ) ( 101,256,460 )

授業料前受金収入 251,869,000 228,375,500 23,493,500

入学金前受金収入 168,330,000 96,950,000 71,380,000

入学手続金前受金収入 40,700,000 32,690,000 8,010,000

施設設備資金前受金収入 84,745,000 82,360,000 2,385,000

補助活動前受金収入 6,900,000 10,925,540 △ 4,025,540

その他の雑収入前受金収入 124,500 111,000 13,500

その他の収入 ( 83,409,700 ) ( 95,888,522 ) ( △ 12,478,822 )

前期末未収入金収入 79,609,700 79,609,700 0

長期貸付金回収収入 300,000 300,000 0

預り金受入収入 3,500,000 15,853,032 △ 12,353,032

仮払金回収収入 0 125,790 △ 125,790

資金収入調整勘定 ( △ 589,847,000 ) ( △ 580,462,290 ) ( △ 9,384,710 )

期末未収入金 △ 100,000,000 △ 90,615,290 △ 9,384,710

前期末前受金 △ 489,847,000 △ 489,847,000 0

前年度繰越支払資金 ( 2,327,856,601 ) ( 2,327,856,601 )

収入の部合計 4,834,603,399 4,744,728,677 89,874,722

資金収支計算書
平成27年 4月 1日　から

平成28年 3月31日　まで

　　収入の部

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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(単位　円)

科　　　目

人件費支出 ( 1,540,215,467 ) ( 1,479,750,690 ) ( 60,464,777 )

教員人件費支出 1,132,514,622 1,076,678,237 55,836,385

職員人件費支出 322,531,845 324,465,215 △ 1,933,370

役員報酬支出 20,169,000 19,306,053 862,947

退職金支出 65,000,000 59,301,185 5,698,815

教育研究経費支出 ( 411,530,000 ) ( 362,261,909 ) ( 49,268,091 )

旅費交通費支出 21,300,000 25,476,738 △ 4,176,738

福利費支出 170,000 77,000 93,000

消耗品費支出 73,700,000 52,407,936 21,292,064

燃料費支出 710,000 647,722 62,278

印刷製本費支出 16,600,000 16,539,075 60,925

光熱水費支出 67,800,000 61,350,027 6,449,973

修繕費支出 51,000,000 33,917,808 17,082,192

通信運搬費支出 8,850,000 5,490,803 3,359,197

保険料支出 5,340,000 6,501,425 △ 1,161,425

公租公課支出 510,000 404,318 105,682

負担金支出 29,700,000 26,500,855 3,199,145

会議費支出 210,000 224,887 △ 14,887

奨学費支出 93,400,000 91,310,002 2,089,998

保健衛生費支出 11,500,000 12,915,846 △ 1,415,846

賃借料支出 12,600,000 8,943,920 3,656,080

講師謝礼支出 5,130,000 2,911,062 2,218,938

海外研修費支出 2,000,000 4,976,554 △ 2,976,554

雑費支出 11,010,000 11,665,931 △ 655,931

管理経費支出 ( 295,913,500 ) ( 254,944,663 ) ( 40,968,837 )

報償費支出 6,250,000 5,138,780 1,111,220

旅費交通費支出 59,010,000 59,114,699 △ 104,699

交際費支出 1,175,000 909,798 265,202

福利費支出 3,115,000 3,506,512 △ 391,512

消耗品費支出 12,430,000 8,106,931 4,323,069

燃料費支出 50,000 0 50,000

印刷製本費支出 20,400,000 16,409,036 3,990,964

光熱水費支出 851,000 1,104,571 △ 253,571

修繕費支出 10,480,000 1,496,379 8,983,621

通信運搬費支出 4,875,000 4,083,269 791,731

保険料支出 220,000 174,943 45,057

公租公課支出 4,260,000 4,847,862 △ 587,862

負担金支出 13,770,000 6,172,637 7,597,363

会議費支出 41,000 32,920 8,080

広告費支出 57,000,000 46,136,074 10,863,926

保健衛生費支出 291,500 358,875 △ 67,375

賃借料支出 5,106,000 5,235,417 △ 129,417

講師謝礼支出 26,000 33,409 △ 7,409

雑費支出 830,000 1,606,028 △ 776,028

補助活動仕入支出 95,700,000 90,310,683 5,389,317

私立大学等経常費補助金返還金支出 33,000 33,000 0

過年度修正支出 0 132,840 △ 132,840

借入金等利息支出 ( 2,260,000 ) ( 2,078,398 ) ( 181,602 )

借入金利息支出 2,260,000 2,078,398 181,602

借入金等返済支出 ( 10,020,000 ) ( 10,020,000 ) ( 0 )

借入金返済支出 10,020,000 10,020,000 0

施設関係支出 ( 26,000,000 ) ( 19,997,477 ) ( 6,002,523 )

建物支出 20,500,000 17,528,764 2,971,236

構築物支出 5,500,000 2,468,713 3,031,287

設備関係支出 ( 82,700,000 ) ( 58,450,719 ) ( 24,249,281 )

教育研究用機器備品支出 63,800,000 43,570,283 20,229,717

管理用機器備品支出 8,700,000 4,634,172 4,065,828

図書支出 10,200,000 10,246,264 △ 46,264

資産運用支出 ( 525,000 ) ( 514,100 ) ( 10,900 )

出資金支出 25,000 14,100 10,900

　　支出の部

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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(単位　円)

科　　　目

第３号基本金引当特定資産繰入支出 500,000 500,000 0

その他の支出 ( 26,245,723 ) ( 32,244,724 ) ( △ 5,999,001 )

預託金支出 50,000 0 50,000

前期末未払金支払支出 19,195,723 19,195,723 0

前払金支払支出 5,000,000 13,049,001 △ 8,049,001

仮払金支払支出 2,000,000 0 2,000,000

( 17,000,000 )

〔予備費〕 33,000,000 33,000,000

資金支出調整勘定 ( △ 41,711,218 ) ( △ 56,622,684 ) ( 14,911,466 )

期末未払金 △ 40,000,000 △ 54,911,466 14,911,466

前期末前払金 △ 1,711,218 △ 1,711,218 0

翌年度繰越支払資金 ( 2,447,904,927 ) ( 2,581,088,681 ) ( △ 133,183,754 )

支出の部合計 4,834,603,399 4,744,728,677 89,874,722

        (注記)

           1．予備費        17,000,000 円の使用額は下記のとおりである。

                  施設関係支出

                                        建物支出                                    17,000,000 円

                                                  合　　　　　　計                  17,000,000 円

予　　　算 決　　　算 差　　　異

 

 

（２）事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は、次表のとおりです。 

(単位　円)

科　　　目

学生生徒等納付金 ( 1,690,768,000 ) ( 1,686,758,847 ) ( 4,009,153 )

授業料 1,152,184,000 1,146,755,700 5,428,300

入学金 111,300,000 111,420,000 △ 120,000

入学手続金 36,190,000 36,190,000 0

実験実習料 23,654,000 26,676,647 △ 3,022,647

施設設備資金 367,440,000 365,716,500 1,723,500

手数料 ( 30,457,850 ) ( 27,131,250 ) ( 3,326,600 )

入学検定料 26,716,000 23,166,000 3,550,000

試験料 336,000 381,000 △ 45,000

証明手数料 805,850 798,850 7,000

大学入試センター試験実施手数料 2,600,000 2,785,400 △ 185,400

寄付金 ( 5,250,000 ) ( 1,736,000 ) ( 3,514,000 )

特別寄付金 1,900,000 1,398,000 502,000

一般寄付金 1,850,000 338,000 1,512,000

現物寄付 1,500,000 0 1,500,000

経常費等補助金 ( 460,856,735 ) ( 465,014,393 ) ( △ 4,157,658 )

国庫補助金 210,000,000 211,387,000 △ 1,387,000

地方公共団体補助金 250,856,735 253,627,393 △ 2,770,658

付随事業収入 ( 143,386,940 ) ( 147,691,847 ) ( △ 4,304,907 )

補助活動収入 140,386,940 145,387,847 △ 5,000,907

受託事業収入 1,200,000 1,200,000 0

免許状更新講習料収入 1,800,000 1,104,000 696,000

雑収入 ( 66,053,740 ) ( 59,183,103 ) ( 6,870,637 )

施設設備利用料 860,000 931,908 △ 71,908

地代 748,740 745,088 3,652

私立大学退職金財団交付金 52,000,000 27,590,868 24,409,132

広島県私学振興財団等交付金 7,100,000 22,829,350 △ 15,729,350

研究関連収入 700,000 489,000 211,000

退職給与引当金戻入額 100,000 2,813,635 △ 2,713,635

その他の雑収入 4,545,000 3,783,254 761,746

教育活動収入計 2,396,773,265 2,387,515,440 9,257,825

事業活動収支計算書
平成27年 4月 1日　から

平成28年 3月31日　まで

教

育

活

動

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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(単位　円)

科　　　目

人件費 ( 1,568,715,467 ) ( 1,471,183,123 ) ( 97,532,344 )

教員人件費 1,132,514,622 1,076,678,237 55,836,385

職員人件費 322,531,845 324,465,215 △ 1,933,370

役員報酬 20,169,000 19,306,053 862,947

退職金 40,000,000 35,868,804 4,131,196

退職給与引当金繰入額 53,500,000 14,864,814 38,635,186

教育研究経費 ( 645,954,671 ) ( 597,010,453 ) ( 48,944,218 )

旅費交通費 21,300,000 25,476,738 △ 4,176,738

福利費 170,000 77,000 93,000

消耗品費 73,700,000 52,679,457 21,020,543

燃料費 710,000 647,722 62,278

印刷製本費 16,600,000 16,539,075 60,925

光熱水費 67,800,000 61,350,027 6,449,973

修繕費 51,000,000 33,917,808 17,082,192

通信運搬費 8,850,000 5,446,462 3,403,538

保険料 5,340,000 6,501,425 △ 1,161,425

公租公課 510,000 404,318 105,682

負担金 29,700,000 26,500,855 3,199,145

会議費 210,000 224,887 △ 14,887

奨学費 93,400,000 91,310,002 2,089,998

保健衛生費 11,500,000 12,915,846 △ 1,415,846

賃借料 12,600,000 8,943,920 3,656,080

講師謝礼 5,130,000 2,911,062 2,218,938

海外研修費 2,000,000 4,976,554 △ 2,976,554

減価償却額 234,424,671 234,521,364 △ 96,693

雑費 11,010,000 11,665,931 △ 655,931

管理経費 ( 312,483,267 ) ( 276,885,278 ) ( 35,597,989 )

報償費 6,250,000 5,138,780 1,111,220

旅費交通費 59,010,000 59,114,699 △ 104,699

交際費 1,175,000 909,798 265,202

福利費 3,115,000 3,506,512 △ 391,512

消耗品費 12,430,000 8,435,931 3,994,069

燃料費 50,000 0 50,000

印刷製本費 20,400,000 16,409,036 3,990,964

光熱水費 851,000 1,104,571 △ 253,571

修繕費 10,480,000 1,496,379 8,983,621

通信運搬費 4,875,000 4,089,847 785,153

保険料 220,000 174,943 45,057

公租公課 4,260,000 4,849,262 △ 589,262

負担金 8,770,000 6,172,637 2,597,363

会議費 41,000 32,920 8,080

広告費 57,000,000 46,192,910 10,807,090

保健衛生費 291,500 358,875 △ 67,375

賃借料 5,106,000 5,235,417 △ 129,417

講師謝礼 26,000 33,409 △ 7,409

雑費 830,000 1,606,028 △ 776,028

補助活動収入原価 95,700,000 90,310,836 5,389,164

減価償却額 21,569,767 21,679,488 △ 109,721

私立大学等経常費補助金返還金 33,000 33,000 0

徴収不能額等 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

教育活動支出計 2,527,153,405 2,345,078,854 182,074,551

　　教育活動収支差額 △ 130,380,140 42,436,586 △ 172,816,726

教

育

活

動

収

支

事

業

活

動

支

出

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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(単位　円)

科　　　目

受取利息・配当金 ( 6,782,327 ) ( 6,767,591 ) ( 14,736 )

その他の受取利息・配当金 6,782,327 6,767,591 14,736

その他の教育活動外収入 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

教育活動外収入計 6,782,327 6,767,591 14,736

科　　　目

借入金等利息 ( 2,260,000 ) ( 2,078,398 ) ( 181,602 )

借入金利息 2,260,000 2,078,398 181,602

その他の教育活動外支出 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

教育活動外支出計 2,260,000 2,078,398 181,602

　　教育活動外収支差額 4,522,327 4,689,193 △ 166,866

　　　　経常収支差額 △ 125,857,813 47,125,779 △ 172,983,592

教

育

活

動

外

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異

事

業

活

動

支

出

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異

 

 
(単位　円)

科　　　目

資産売却差額 ( 6 ) ( 6 ) ( 0 )

設備売却差額 6 6 0

その他の特別収入 ( 58,710,000 ) ( 60,128,043 ) ( △ 1,418,043 )

現物寄付 100,000 1,563,641 △ 1,463,641

施設設備補助金 55,500,000 55,844,000 △ 344,000

過年度修正額 3,110,000 2,720,402 389,598

特別収入計 58,710,006 60,128,049 △ 1,418,043

科　　　目

資産処分差額 ( 1,000,006 ) ( 17,432,832 ) ( △ 16,432,826 )

施設処分差額 500,000 0 500,000

設備除却差額 500,000 17,432,832 △ 16,932,832

設備処分差額 6 0 6

その他の特別支出 ( 0 ) ( 132,840 ) ( △ 132,840 )

過年度修正額 0 132,840 △ 132,840

特別支出計 1,000,006 17,565,672 △ 16,565,666

　　　　特別収支差額 57,710,000 42,562,377 15,147,623

( 0 )

50,000,000 50,000,000

△ 118,147,813 89,688,156 △ 207,835,969

△ 87,200,000 △ 22,307,003 △ 64,892,997

△ 205,347,813 67,381,153 △ 272,728,966

△ 5,969,155,933 △ 5,969,155,933 0

0 9,707,229 △ 9,707,229

△ 6,174,503,746 △ 5,892,067,551 △ 282,436,195

2,462,265,598 2,454,411,080 7,854,518

2,580,413,411 2,364,722,924 215,690,487

特

別

収

支

事

業

活

動

収

入

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異

事

業

活

動

支

出

の

部

予　　　算 決　　　算 差　　　異

〔予備費〕

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

（参考）

事業活動収入計

事業活動支出計  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 28 - 
 

（３）消費収支計算書 経年比較表   

（単位：百万円） 

科  目 平成23年度 平成 24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 前年度比 

学生生徒等納付金 1,614 1,606 1,683 1,680 1,686 6 

手数料 31 34 30 29 27 △2 

寄付金 5 4 19 14 1 △13 

補助金 470 457 536 490 520 30 

資産運用収入 9 10 8 9 8 △1 

資産売却差額 0 0 0 0 0 － 

事業収入 127 126 159 150 147 △3 

雑収入 51 37 160 52 60 8 

帰属収入計 2,307 2,272 2,596 2,424 2,454 30 

基本金組入額計 △564 △161 △123 △85 △22 63 

消費収入の部計 1,743 2,111 2,473 2,339 2,432 93 

人件費 1,356 1,472 1,585 1,411 1,471 60 

教育研究経費 638 684 695 743 597 △146 

管理経費 238 240 261 254 277 23 

借入金等利息 3 3 2 2 2 － 

資産処分差額 1 1 1 3 17 14 

徴収不能額 1 1 0 1 0 △1 

消費支出の部計 2,237 2,401 2,545 2,414 2,364 △50 

消費支出超過額 494 290 72 74 － △74 

消費収入超過額 － － － － 67 67 

※ 平成 27 年度消費収支計算書は旧会計基準により算出しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




